
2  14  3

徳
島
・敷
地
遺
跡

所
在
地

調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

し

き

じ

徳
島
市
国
府
町
敷
地
字
鶴
ノ
本

一　

二
〇
〇
二
年
度
調
査
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
四
月

―
二
〇
〇
三
年
三
月

一
一　
二
〇
〇
三
年
度
調
査
　
一
一〇
〇
三
年
四
月
―
二
〇
〇

四
年
三
月

⑪
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

一　
木
村
哲
也

・
森
岡
基
司

・
川
村
哲
夫

・
梶
河
智
江

一
一　
大
橋
育
順

。
宮
本
　
格

・
井
藤
良
雄

・
槌
谷
久
代

森
岡
基
司

・
篠
原
久
仁
子

・
武
中
宏
之

・
林

賢
彦

庄
司
俊
也

・
須
崎

一
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・

水
田
跡

・
自
然
流
路

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代

１
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

動

　

の
概
要

Ｈ

　

敷
地
遺
跡
は
吉
野
川
と
鮎
喰

川
に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
た
沖
積

平
野
上
の
標
高
五
―
六
ｍ
に
位
置
し
、
徳
島
環
状
線
の
建
設
に
伴
っ
て

一
九
九

八
年
度
か
ら
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
遺
跡
の
中
央
部
を
西
大
堀
川
が
東

流
し
て
お
り
、
そ
の
両
岸
に
微
高
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
微
高
地
上
で

古
墳
時
代
後
期
か
ら
古
代
ま
で
の
集
落
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
周
辺
の
低
地

部
分
は
平
安
時
代
初
頭
の
段
階
で
、
水
田
区
画
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
明

ら
か
に
な
っ
た
。

旧
西
大
堀
川
北
岸
の
薄
い
堆
積
層
か
ら
、
柿
経
が
出
上
し
た
。
柿
経
は
、　
一

五
世
紀
後
半
か
ら

一
六
世
紀
前
半
ま
で
に
埋
没
し
た
と
考
え
ら
れ
、
東
状
の
ま

と
ま
り
を
中
心
に
、
水
流
の
影
響
を
受
け
て
周
囲
に
散
乱
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

周
辺
の
調
査
区
で
は
同
時
期
の
遺
構
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
同
じ
自
然
流
路

の
堆
積
層
か
ら
は
、
卒
塔
婆
や
土
師
質
土
器
の
杯
、
明
銭
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「
三
界
法
王
位
義
利
施
故
得

一
切
意
願
満
足
以
　
五
」

］
『
∞
×
μ
Ｐ
⇔
×
Φ
頓
　
ｏ
Ｐ
Ｐ

ｅ

　

法
施
故
得
円
満

一
切
法
資
生
施
故
得
身
口
意
」

（］
ω
∞
）
×
Ｐ
∵
６
×
９
卜
　
ｏ
岸ｏ

③

　

「
一
切
安
楽
時
虚
空
蔵
大
菩
薩
欲
重
顕
明
此
義
」

］
『
∞
×
岸
ｒ
ω
×
９
伽
　
ｏ
滓
Ｐ

ω

　

「故
　
恰
微
咲
以
金
剛
費
重
自
繋
其
首
説

一
切
」

〕
『
∞
×
Ｐ
ｒ
∞
×
ｏ
い
　
ｏ
Ｆ
Ｐ
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９

　

「身
印
即
為

一
切
如
来
身
持

一
切
如
来
語
印
即
」

〕
『
Φ
×

Ｐ
ｒ

∞
×

９

ｏ
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

「灌
頂
三
摩
耶
賓
心
」
　
　
　
　
　
　
　
　
］『受
革
隻
鼠

（タ
ラ
ー
ン）

「ユ点ゞ
」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］∞〇〉〈Ｐ］
∞×
Ｏ
ω

「時
薄
伽
梵
得

一
切
如
来
智
印
如
来
復
説

一
切
」
］『∞×
Ｐ〕
卜×
９
伽

「如
来
智
印
加
持
般
若
理
趣
所
謂
持

一
切
如
来
」

囀
『
∞
×
Ｐ
ｒ
ω
×
９
ω

「得

一
切
如
来
法
持

一
切
如
来
心
印
即
證

一
切
」

］
『
ｏ
×

Ｐ
〕

ｏ
×

ｏ
ｂ

「如
来
三
摩
地
持

一
切
如
来
金
剛
印
即
成
就

一
」

］
Ｎ
Φ
×

Ｐ
Ｐ
協

×

ｏ

伽

「切
如
来
身
口
意
業
最
勝
悉
地
金
剛
手
若
有
聞
」

］
∞
ｏ
×

Ｐ
ｒ

ω
×

９

ω

摩
耶
加
持
三
摩
地
説

一
切
不
空
三
摩
耶
心
　
八
」

（〕
伽
∞
）
〉（岸∞
〇
×
〇
卜
　
Ｏ
ＰＯ

（ウ
ン
）

と覇Ｒ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ю⇔∞）〉（μ中
ω〉〈〇
ヽ
　
ＯＰΦ

時
薄
伽
梵
如
来
復
説

一
切
有
情
加
持
般
若
理
」

（］
『
∞
）
×
Ｐ
〕
∞
×
ｏ
あ
　
ｏ
岸
Φ

「趣
所
謂

一
切
有
情
如
来
蔵
以
普
賢
菩
薩

一
切
」

］
『
∞
×

Ｐ
攣

ｏ
×

９

枷
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

「我
故

一
切
有
情
金
剛
蔵
以
金
剛
蔵
灌
頂
故

一
」

］
『
∞
×

Ｐ
】

ヽ
×

９

卜
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

切
有
情
妙
法
蔵
能
転

一
切
語
言
故

一
切
有
情
」

（
］
Ｎ
い
）
×

Ｐ
〕
〇
×
９
ω
　
ｏ
Ｐ
ｏ

「渇
摩
蔵
能
作
所
性
相
應
故
時
外
金
剛
部
欲
」］『
∞
×

Ｐ
〕

ｏ
×

９

ヽ

　

ｏ
μ
Ｐ

「永
時
末
度
迦
羅
天
三
兄
弟
等
親
礼
仏
足
献
自
」

］
『
∞
×

Ｐ
｝

ｏ
×

ｏ

伽
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

「
・ヽハいき旦全言口」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］『∞〉〈Ｐ］
〇
×
ｏ
∞
　
ｏＰ岸

（
ソ

ハ
）

ぷ
Ｘ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
］
Ｐ
］
）
×

Ｆ
Ｐ

］
×

９

卜

　

ｏ
∞
騨

「宗
時
四
姉
妹
女
天
献
自
真
言
」
　
　
　
　
］∞泉
耳
叉
〓

ｏＦ

l10l121ω

　

「此
理
趣
受
持
読
誦
作
意
思
惟
得

一
切
自
在

一
」

］
Ｎ
ｏ
×

Ｐ
〕

ｏ
×

９

ｏ
　

ｏ
Ｐ
牌

l10

「切
智
智

一
切
事
業

一
切
成
就
得

一
切
身
口
意
」

］
∞
ｏ
×

ド
イ

ω
×

９

い

「金
剛
性

一
切
悉
地
疾
證
無
上
正
等
菩
提
時
薄
」

］
∞
Ｐ
×

ｐ
Ｐ

ω
×

ｏ

枷

l151

Ｏ
Ｐ
μ

Ｏ
μ
ド

〇
岸
Ｐ

Ｏ
Ｐ
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働

　

「般
若
理
趣
経
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］『長
篤
泉
〓

ｏＦ

鰯

　

扁

里

ボ
藉

胎

饉

　

　

　

　

Ｐ
甚

冦

昼

の

　

「南
無
阿
弥
陀
仏
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ卜粟
粟
〓

ｏ
〓

二
〇
〇
二
年
度
、
二
〇
〇
三
年
度
調
査
で
、
柿
経
は
小
破
片
を
含
め
て
三
二

人
九
点
出
土
し
、
こ
の
う
ち
文
字
を
判
読
で
き
た
も
の
は
七
六
五
点
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
概
ね
、
長
さ
約
二
人
伽
幅

一
。
二
釦
厚
さ
○

・
五
ｍｍ
の
薄
い
檜
の
柾

目
板
を
素
材
に
し
て
い
る
。
そ
の
多
く
が
薄
い
色
調
で
き
め
細
か
い
材
質
の
も

の
で
あ
る
が
、
色
調
が
濃
く
目
の
粗
い
材
質
の
も
の
も
混
在
す
る
。
上
端
部
は

鋭
角
な
圭
頭
状
を
呈
し
、
こ
れ
が
本
遺
跡
の
柿
経
の
特
徴
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る

（④
鈎
的
）。
圭
頭
の
左
右
の
斜
辺
の
長
さ
が
違
う
も
の
が
多
く
見
ら
れ
、
先

端
部
の
形
状
が

一
致
す
る
例
も
あ
る
。
ま
た
、
先
端
に
わ
ず
か
な
平
坦
部
が
残

っ
て
い
る
も
の
も
あ
る

（四
）。
切
り
欠
き
や
五
輪
塔
状
の
加
工
は
な
い
。
末

端
部
に
も
加
工
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
末
端
の
両
端
の
角
を
落
し
た
も
の
が

数
点
あ
っ
た
。
厚
さ
は
均

一
で
は
な
く
、
特
に
裏
が
透
け
る
ほ
ど
薄
く
、
製
作

当
初
か
ら
破
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
部
分
も
あ
つ
た
。
文
字
が
書
か
れ
た
面
は

滑
ら
か
で
あ
る
が
、
一暴
面
は
さ
さ
く
れ
が
目
立
つ
。

写
経
さ
れ
た
経
典
は
九
割
以
上
が

『般
若
理
趣
経
』
翁
大
楽
金
剛
不
空
真
実
三

摩
耶
経
』。
大
正
新
脩
大
蔵
経
二
四
一こ

で
あ
り
、
『法
華
経
』
は

一
〇
点
以
下
で
、

こ
れ
ら
の
大
多
数
が
片
面
写
経
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
一
枚
に

一
七
文
字
書
か

れ
、
二
〇
枚
ご
と
に
下
部
に
漠
数
字
が
ふ
ら
れ
て
い
る
が
、
下
部
を
紙
桂
な
ど

で
縛

っ
た
痕
跡
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
他
、
「南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
名
号
を
書
い
た
も
の
十
数
点
が
出
土
し
て

い
る

（の
）。
柿
経
と
同
じ
く
先
端
部
が
圭
頭
状
を
呈
し
て
い
る
が
、
全
長
が

短
い
特
徴
が
あ
る
。

『般
若
理
趣
経
』
は
、
密
教
儀
礼
の

「理
趣
三
味
」
と
し
て
盛
ん
に
写
経
さ

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
経
典
は
、
導
入
部
分

（序
分
）
と
最
後
の
宣
伝
部
分

（流
通
分
）
を
除
き
、　
一
七
段
で
構
成
さ
れ
る
。
今
回
出
土
の
柿
経
の
中
に
は
、

『般
若
理
趣
経
』
の
同

一
部
分
が
複
数
含
ま
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
四
組
以

上
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
複
数
の
筆
跡
も
見
ら
れ
る
。

柿
経
は
追
善
供
養
の
た
め
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
出
土
地
点

の
周
辺
で
は
同
時
期
の
建
物
跡
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
た
め
▼
供
養
主
体
や
埋

没
に
至
る
経
緯
な
ど
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

⑪
ｌ
⑮
は
、
『般
若
理
趣
経
』
第
五
段
三
行
日
１
六
段
九
行
目
で
あ
る
。
⑪

は
経
文
の
下
に

「
五
」
が
書
か
れ
て
い
て
、
五
東
目
の
最
初
の
一
枚
と
考
え
ら

れ
る
。
０
に
よ
ヽ
（タ
ラ
ー
ン
）
が
あ
り
、
こ
こ
で
段
が
分
か
れ
て
い
る
。
⑭
ｌ

り
は
同
第

一
一
段
七
行
日
―

一
二
段
目
五
行
日
、
働
ｔ
の
は
同
第

一
四
段
と

一

五
段
の

一
行
日
で
あ
る
。
⑭
の
下
に
は

「人
」
が
見
え
る
。
⑪
に
は
うく

（ウ

壼
、
筋
に
は
で
穴

ソ
Ｃ

が
書
か
れ
て
い
る
。
働
が
三
文
字
で
あ
る
の
は
、

一
四
段
が
梵
字
を
除
い
て
三
〇
字
し
か
な
い
た
め
で
あ
り
、
い
が

一
四
文
字
で

あ
る
の
も
、　
一
五
段
が
梵
字
を
除
い
て

一
四
字
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
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鮎
に
に
顧
蔭
轟
蔭
罐
罐
確
に
に
蔭
鯵
け
に
に
Ⅷ
鰯
蔭
蔭
鯵
錢
額
に
Ⅷ
錢
に
斡
嫁
綾
観
饉
魏
解
　
　
②

(21)



日

円

日

日

日

日

日

日

―十

‐―

＝

Ｕ

∧
日
Ｎ
圏
腑
剛
田
因
国
回
闇
国
円
日
日
日
日
日
Ｈ
日
――‐
日
日
日
日
日
日
日
川
―Ｉ
Ｕ

∽

∧
日
旧
囲
剛
冒
ｒ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ＩＩ
Ｈ
Ｎ
毬
ｎ
吐
凶
日
日
日
日
Ⅳ
問
凪
日
日
思
Ｆ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
げ
　
刀

る
。
働
は

『般
若
理
趣
経
』
流
通
段
最
後
の
部
分
で
経
典
名
の
み
書
か
れ
て
い

る
。
②
⑮
ｌ
⑬
、
的
は
上
端
を
欠
い
て
い
る
が
、
内
容
及
び
そ
の
長
さ
か
ら
、

文
字
は
欠
け
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
④
は
卒
塔
婆
で
、
戒
名
と
考
え
ら
れ
る

文
字
が
中
央
か
ら
下
半
分
に
見
え
る
。
上
端
を
尖
ら
せ
て
二
対
の
切
り
込
み
を

入
れ
、
末
端
部
も
細
く
整
形
さ
れ
て
い
る
。

な
お
釈
読
に
あ
た
り
、
京
都
教
育
大
学
の
和
田
率
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

帥
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
年
報

一

四

一
一〇
〇
二
年
度
』
０
一〇
Ｑ
二
年
）

同

『徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
年
報

一
五

一
一〇
〇
三
年
度
』
全
一〇
〇

四
年
）

（大
橋
育
順
）

『木
簡
研
究
』
在
庫
状
況
の
お
知
ら
せ

頒
価一
―
四

・
七
号
　
品
切
れ
　
　
　
五

・
六
号

　

　

一一一五
〇
〇
円

人
ｔ

一
二
号
　
　
一二
人
○
○
円

　

一
〓
一号
　
　
　
　
四
三
〇
〇
円

一
四

。
一
五
号
　
四
五
〇
〇
円

　

一
六
―
二
三
号
　
五
五
〇
〇
円

二
四

。
二
五
号
　
五
〇
〇
〇
円
　
　
　
　
（五

・
六
号
は
残
部
僅
少
）

送
料一
冊
　
エハ
○
○
円
　
　
一
一冊
　
八
〇
〇
円
　
　
一二
冊
　
一
〇
〇
〇
円

四
冊
　
一
一
一〇
〇
円
　
　
　
五
―

一
〇
冊
　
一
五
〇
〇
円

一
一
１
二
〇
冊
　
一
一〇
〇
〇
円

◇
個
人
で
の
お
求
め
は
代
金
前
納
で
す
。
代
金
と
送
料
を
郵
便
振
替

〇

一
〇
〇
〇
十
六
十

一
五
二
七
　
木
簡
学
会

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

◇
公
的
機
関
の
場
合
は
代
金
後
納
で
結
構
で
す
。

左
記
の
銀
行
振
込
か
右
記
の
郵
便
振
替
で
お
願
い
し
ま
す
。

日
座
番
号
　
み
ず
ほ
銀
行
西
大
寺
出
張
所

普
通
預
金
　
一
一
一
〇
三

一
五

日
座
名
　
木
簡
学
会
　
佐
藤
宗
諄

（さ
と
う
　
そ
う
じ
ゆ
ん
）

お
問
合
せ
は
左
記
へ
ど
う
ぞ

〒
六
三
〇
―
八
五
七
七
　
奈
良
市
二
条
町
二
十
九
十

一

奈
良
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
史
料
調
査
室
気
付

木
　
簡
　
学
　
会

電
話
　
〇
七
四
二
十
三
〇
―
六
人
三
七




